
～ 令和7年1月14日

（対象者数） 22 （回答者数）
18

～ 令和7年3月3日

（対象者数） 5 （回答者数）
5

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・長期休暇時や祝日の活動計画の充実を図り、利用者に特別

感を感じていただける取り組みを行います。

2

・今後も、ムーブメント活動を積極的に取り入れ、利用者の

意欲や楽しみ方を見いだすとともに、コミュニケーション力

や社会性を育むことにつながるよう取り組みを行います。

3

・今後も、一人ひとりの「やってみたい」を大切に、利用者

の自己選択・自己決定につながる働きかけに努めます。

・あそびだけではなく、活動の中でも選択する機会を設ける

ことで、選ぶ・決めるの体験を重ねていただきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・外出先の開拓を行い、地域の居場所を見つけます。

2

・今後も継続していく中で、つながりの強化に努めます。

3

・日頃取り組んでいるムーブメント教育・療法のアセスメン

トツール等を使用してのアセスメントを少しずつ取り入れて

いきたいと考えます。

日々の活動や季節行事への取り組み

・週替わりでの活動を計画しています。ひと月の中で、動の活

動、静の活動を取り入れています。また、季節を感じることが

できるよう、季節行事や活動を大切にしています。

・庭での外あそびや、外出活動を行っています。

・おたよりにて、月予定の周知を行い、カレンダーも掲示する

ことで、見通しを持ち、ご参加いただいています。

○事業所名 放課後等デイサービス　ばんびくらぶ

○保護者評価実施期間 令和6年12月2日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 令和7年2月3日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 令和７年３月

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

ムーブメント教育・療法の取り組み

・職員は、ムーブメント教育・療法を学び、資格取得を目指し

ています。

・利用者の「やってみたい」意欲を引き出しながら、他者との

コミュニケーションにもつながる活動を計画・提案していま

す。

利用者の自己選択の機会の確保

・自由時間や活動参加等、過ごしていただく中で、利用者一人

ひとりが何をしたいか、どのようにしたいか、という視点を大

切にしています。可能な限り、ご希望に沿えるよう、提案や調

整を行っています。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

地域への働きかけ

・外出活動を行っていますが、特に冬場は外出先の候補が限定

的です。

関係機関や保護者とのつながり

・日頃、保護者との情報共有、担当者会議への参加等による情

報共有に努めています。

アセスメントの方法

・現在、インフォーマルなアセスメントが主となっています。

事業所における自己評価総括表公表


